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               1)
増加した場合を肥満と呼んでいる。肥満の原因は色々
で従来成因から単純性,調 節性及び代謝性肥満が区別
    1)14)
されてい るが,要 は食事ない しカロリーの過剰摂取が
肥満の主原因のよ うである。正常では視床下部の食事
        の
摂取中枢の調節機構によって摂取 カロリーと消費エネ
ルギーのバ ランスが保たれているために体重がほぼ一
定に維持され るが,視 床下部の満腹中枢を破壊 したマ
                      3」




高血圧,糖 尿病,動 豚硬化症,血 液循環障害などを併
発しやす く,ま た これらの病態を増悪す る危険がある。
従 って,肥 満の脂質代謝異常を究明することは有意義
であ り,最 近 この方面の研究に関心が向け られ るよう
1),4),6),7),10)
になった。
 我 々は肥満の脂質代謝異常を知 る目的で,マ ウスに
Goldthioglucoseを 投与 して 視床下部の腹側内側領域
(Ventro-medial area)の 満腹中枢を障害 して多食と肥









の飼育室 内 で飼 育 した。 マ ウスに は 日本 ク レアKK製
のCE-2粉 末 飼料 を水 とともに 自由に 摂 取 させた。
Goldthioglucose(GTと 略)(Sigma社 製)を 投与 した
一マウスでは中毒死 が約30°0,生 存 マ ウスの約30%に 肥
      ラ
満が発生することが予想 されたので,90匹 のマウスに
GTを 投与 し,15匹 ずつ6ケ ージに分けて飼育 した。
GTは50°oの 金を含有 した吸湿性の強い化合物で水の
存在下で容易に分解す るため,予 めGTを ホモジナイ
ザーで磨砕 してゴマ油に懸濁 した ものをマウスの腹腔
内に1回 注射 した。投与量はマ ウスの中毒量である体
         2)重
1S当 り1mgのGTを 用 いた。
 GT投 与後4,7,10,13,ユ6,17,18週目にごマ ウ
スをユ ーテル麻酔 下に3匹 ず つ放血,致 死 させ て剖検
し,肝 臓 の脂質含 有量の測定 及 び摘出 した肝臓,膵 臓,
副腎,筋,脂 肪 組織の組織学 的 な らびに 組織化学的検
索 を行 な った。
1)生 化学 的検 査
 各3匹 のマ ウスか ら摘 出 した 肝臓 を生食水 で よ く洗
い,そ の39を 用 いてFolch法 に よ り脂肪 を抽 出 し,
肝 臓中のTriglyceride(TG),総Cholesterol(総Ch),
遊離Cholesterol, Cholesterol・ester(Ch. ester)及 び
遊離 脂肪酸(FFA)を 定量 した。
 肝のTGは 上 記肝抽 出液の クロ ロホル ムを アス ピレ
ー ターを用 いて除去 し,残 っ た 脂 肪 をIsopropyl'
alcoholに 溶 か して測定 した。 肝の総Ch及 び遊離Ch
は上 記の方法 で得た脂肪 をそれ ぞれ 酢酸 及びAcetone・
ethanol混 合液に溶か して測定 した。 肝のCh. ester
は肝の総Ch値 か ら肝の遊離Chを 差 引いて求 めた。
肝 のFFAは 上記肝 抽出液につ い て測定 した。以上 の
生 化学的測定 には和光製 薬の キ ッ トを用いた 。血清 リ
ボ蛋白分 画の測定 は,マ ウスの 肝静 豚を切断 し,ヘ マ










































Fig. 2 The Increment of Body Weight in 
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Table 1 Wet Weight of The Organs in Goldthioglucose-Induced Pre-obese and Obese Mice 
Group Weeks Total Body Wet weight of the organ (mg) Wet organ weight 
x 100 (%) 
of after N0.of weight --7--i坐L哩!星空L
mice GT inj. miceω Liver Pancreas Adrenals ~誕se Liver Pancreas Adrenalstzre 
21- 900- 113- 2- 45- 3.93- 0.53- 0.01- 0.66-
Control 11 30.5 1，500 293 26 393 6.11 1. 05 0.07 1. 40 
(25. 7) (1，228.1) (196.0) (11.3) (168.7) (4.12) (0.76) (0.025) (0. 71) 
一一一一一一一 一一一一一一一
Pr← 22- 750- 91- 2- 180- 2.87- 0.41- 0.01- 0.82-
4-
obese 12 41. 5 2，000 427 27 5，350 7.27 1. 03 0.045 12.89 
13 
stage (33.1) (1，370.8) (215.9) (14.9) (1，255.8)(4.60) (0.69) (0.025) (3.60) 
守一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
Obεse 16- 41. 5- 1. 250- 258- 2- 4，300- 2.96- 0.42- 0.01- 8.42-
5 69.0 4，400 356 19 8，350 6.38 O. 77 0.02 17.04 stage 18 
(51. 5) (2，200) (301. 0) (9.4) (6160.0)(4.05) (0.60) (0.011) (12.30) 
( ): Mean 
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Table 2 Distribution of Granules of Lipid and Glycogen in The Liver of Goldthioglucose-Induced 
Pre-obese and Obese Mice 
Group Weeks No. Body Granules of lipid Granules of glycogen 
of after of weight Size Hepatic lobules Hepatic lobules 
Centr. Intermed. Periph. Centr. Intermed. Periph. ロllce GT inj. mice (g) 
Pre-
4 NO.13 22.0 
obese 
7 NO.39 27.0 十 十 廿 + + + 土
10 NO.67 30.5 十 + + + + + 土stage 
13 NO.64 34.5 + + + + + 
Obese 
16 NO.72 41. 5 十十一十件 十 + 十
17 NO.78 69.0 +ー什+ + 十 + + + stage 
18 NO.50 50.0 十十一+ 廿 十 十
十十:More markedly increased than in normal mice +: More increased than in normal 






























































Table 3 Histology of The Pancreatic Islets in Goldthioglucose-Induced Pre-obese and Obese Mice 
Group Weeks No. Body Total A verage Distribution of the size of islets(%) (%) 
of after of weight NO.of size of 
mlce GT inj. mice (g) islets islets(μ〉
2-5 6-10 11-15 16-20 21-29 30-(μ〉 α-cellβ-cell 
No. 3 28.0 23 16.9 9 39 26 22 5 。
No. 8 22.0 10 8.2 30 30 20 10 10 。
NO.12 30.5 28 16.0 36 25 21 4 14 。 10 90 
Control NO.16 28.0 17 10.9 35 35 24 。6 。 35 65 
NO.18 24.5 13 9.2 23 61 8 8 。。
NO.19 22.0 22 14. 7 27 32 23 14 4 。 20 80 
(26.0) (18.8) (12.7) (27) (36) (20) (10) (7) (0) (22) (78) 
4 NO.13 22.0 11 7.7 45 45 。10 。。
Pre- 7 NO.35 27.0 10 11.1 10 30 40 20 。。
obese 10 NO.67 30.5 30 14.3 20 40 27 13 。。
stage 13 NO.64 34.5 24 16.1 25 34 21 16 。 4 30 70 
(28.5) (19.0) (12.3) (25) (37) (22) (15) (0) (1) 
16 NO.72 41. 5 12 17.3 8 34 25 。25 8 15 85 
Obese 17 NO.78 69.0 45 24.2 22 13 16 16 27 6 10 90 
stage 18 NO.50 50.0 28 21. 4 43 14 18 11 7 7 15 85 
(53.2) (28.3) (21.0) (24) (20) (20) (9) (20) (7) (13) (87) 
( ): Mean 
Table 4 Histology of The Adipose Tissue and Adrenal Cortex in Goldthioglucose-Induced 
Pre-obese and Obese恥1ice
Group We出 No. Body Adipose!??¥一一一一ー ター alcoヤ十一
of after of weight Wet Wet we蜘×10oiごす旦pidgranules zifZ 
weight Body weight --- ;~:~~::~1 n~_~:+_. Uneavenly mice GT ini-mice (g〉 fatcell Denslty tained y 
(mg) (%) (μ) -stamea (μ〉
Control 6 26.0 123 0.45 1. 8 x 2.0 31 
4 NO.13 22.0 180 0.8 2.5 x 4.5 + 十 39 
Pre- 7 NO.39 27.0 207 1.0 4.0 x 6.8 
obese 10 NO.67 30.5 695 2.3 3.0 x 4.5 土
stage 13 No.64 34.5 1， 720 5.0 4.0 x 5.5 + 30 
(28.5) (728) (2.3) (3.4 x 5.1) 
16 NO.72 41. 5 5.350 12.9 5.8 x 6.3 + 36 
Obese 17 NO.78 69.0 6，900 10.0 5.0 x 7.0 土 十 50 
stage 18 NO.50 50.0 8.350 17.0 5.9x10.0 十 + 30 
(53.2) (6，867) (13.3) (5.3 x 7.8) 
( ): Mean + : More than that in normal mice 土:Almost eaqual to that in normal 




















































llf}f g (平均42.6時fg. )， また肥満期のマウスでは
Table 5 The Lipid Contents of The Liver in Goldthioglucose-Induced Pre-obese and Obese Mice 
????
? ?
Lipid contents of the liver 
Weeks No.Body ℃hDIE-t玩01
after ， • ， • TG FF A 一一一 一一一一
GT inj.0f weight Total EsterE竺~xl00
or onset mice (g) (mgfg) (μEqf g) ，. .. 1 "， ，. 1 "， Total 
(mgfg) (mgfg) ~ ~~ë%) 




???? 6 27.6 25.6 7.6 
22.1 19.7 13.0 
27.7 27.0 4.9 
(25.8) (24.1) (12.9) 
4 22.3 30.5 15.4 6.2 
Pre- 7 27.0 40.2 16.6 9.6 
obese 10 4 30.8 53.0 11. 3 7.4 
stage 13 35.0 46.8 12.3 8.0 
(28.8) (42.6) (13.9) (7.8) 
Obese 10 43.0 40.9 7.6 8.3 
18 2 50. 7 56.5 17.7 9.0 
stage (46.8) (48.7) (12. 7) (8. 7) 
( ): Mean 
19.6 
13.8 5.9 5.3 89.8 
5.9 5.6 94.9 
6.8 6.4 94.1 
5.5 5.2 94.5 
(6.0) (5.6) (93.3) 
8.8 91. 7 
6.7 90.5 
7.6 95.0 





























insulin of of 
Control 6 28.0 45.4 34.9 
No.72 41. 5 47.5 33.4 
Obese No.40 41. 5 39.9 33.3 
stage No.55 46.0 43.4 26.1 
No.50 50.0 26.4 26.2 
No.68 52.2 33.3 21. 4 
(46.2) (38.1) (28.1) 
( ): Mean 



























倍という高値を示し十 反対に a 比は低値
"""'0 J.-.^..s:J._， β+Pre一β
で，とくにこの 2例では著明な低値を示した。
5. 血清 Insulin値 (Table6 ) 
ratio 
(μu/ml) 
19. 7 0.8 
19.1 0.9 
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10 x 10 
食物学会誌・第30号
Photo.8 肥満マウス(No.50)の醇ラ氏島の肥大と
α細胞(Silverni trate染色)10x 20 
Photo.10 肥満マウス(No_72)の副腎皮質の脂肪
頼粒の増加(SudanII染色)10x 10 
Photo.12 肥満マウス(No.50)の脂肪組織の脂肪細
胞の肥大を示す(HE染色)10x 10 
